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研究成果の概要（和文）：第二言語の文法習得には Tomasello らの主張する「心の理論」だけ

では不十分であり、観察事実からその原因を探る逆行推論である「仮説形成的推論」が大きな

役割を果たすことが明らかになった。この心的仕組みにより学習者は新たな言語インプットに

意味付けを行うことができ、語、構文の形式と意味の結び付けができるのである。 

 
研究成果の概要（英文）：This research shows that the abductive inference as well as the 

theory of mind contributes greatly to second language acquisition, particularly to its 

grammar learning. 
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１．研究開始当初の背景 

いわゆる認知言語学の知見を背景にした言
語学習理論は Tomasello らの「心の理論」を
第二言語学習の説明に取り上げていたが、研
究代表者は実際の小学生などの英語指導で
の経験から「心の理論」だけでは不十分であ
り、なんらかの推論プロセスが機能している
のではないかと考えていた。 

 

２．研究の目的 

(1) 第二言語学習、特に英語の文法学習に関
与する「発見のプロセス」としての推論の働
きを探ることを目的とした。 

 

(2) 認知言語学の知見をどの程度まで英語教
育に活かせるのかを考えることも目的とし
て設定した。 

 

３．研究の方法 

(1) 関連の文献を調査することから始め、実
際に児童や学生に英語指導を実施し、実験的
にデータを集積し、論考を重ねた。 

 

(2) また多くの研究者と意見を交換するため
に内外の学会で発表し得られた知見を研究
の方向性の修正や適正化に活かした。 

 
４．研究成果 
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 確かに「発見のプロセス」抜きには第二言
語の学習は説明できず、そこには「仮説形成
推論」と「帰納推論」が重要な作用している
ことが確認された。また認知的な身体化経験
が必要であることも示唆することができた。
これを概略的に説明する。 
 

(1)研究成果１ 仮説形成的推論（逆行推論、

逆モーダスポーネンス）の仕組みの解明 

Ｙ同時にＸ     Ｘ→Ｙではないかな？

（気づき） 

 ○Pierceの仮説形成推論の定義 

 (i)The surprising fact C is observed 

  (ii) But if A were true, C would be a  

matter of course 

  (iii) Hence there is reason to suspect  

that A is true 

 ○実際の学習での仮説形成推論の作用 

（例）現在進行形の学習 

[is αing]の発話刺激かつある動作αが進

行中⇒ 直感による仮説形成 

ある動作αが進行中→ [is αing] では

ないかな⇒多数反復されると帰納的に規則

として認識される。                                      

学習者の内発的文法規則化（気づきの定着） 

 

(2) 研究成果２ 学習の２つのモードと仮

説形成推論による学習 

学習をその学習結果の明示性、黙示性から

分類すると次の２つになる。 

(i) 潜在学習：学習しようとする意識的な努

力とほぼ独立に、また、獲得された内容に

ついて明示的な意識をほとんど伴わずにお

きる知識の獲得 

(ii) 顕在学習：刺激、情報を意識的に処理

し、明示的な知識を獲得する。 

この潜在学習の特徴としては次の 3点が指

摘されている。(Berry & Broadbent 1988, 

Mathews et al.1989) 

 （１）学習過程の暗黙性 

 （２）獲得された知識の抽象性 

 （３）獲得された知識の暗黙性 

先の議論と重ね合わせると、仮説形成推論

による規則の学習は、経験的な発見学習で

あり、規則そのものがメタ的に説明されて

納得するという演繹的なパターンとはプロ

セスが異なる。学習した規則そのものを口

頭で表現できないことが多いのも使用する

推論パターンが違うからと説明できる。 

 
(3) 研究成果３ 英語の絵本の認知的理解
の仕組みについての仮説 

物語を読む、あるいは聞く場合、人は物語 

のテーマにあうスクリプト（あるいはスキ 

ーマ）を想起する（Schank & Abelson  

1977）。ここでスクリプトとは「世界に対 

して持っているステレオタイプ化された特 

定の状況と動に関する知識構造」のことで 

ある。読者（聞き手）はこの先行知識を利 

用しながら物語の展開のなかに因果関係を 

予測しながらストーリーを追っていく。 

ここで児童の読む「絵本」ではどうなるの

だろうか。子供は社会的知識が未熟で複雑

なスクリプトを持ち合わせていないと予想

される。絵本のテーマは「競争」（ウサギと

亀）、「創造と破壊」（ジンジャーブレッドマ

ン）、「破壊と復讐」（3匹の子豚）といよう

にテーマが単純でそのバラエティも限られ

ている。4－5歳児でもこのような単純なテ

ーマに対応するスクリプトの準備ができて

いると思われる。また、物語の規則性につ

いてもこの年齢までに習得されている。特

に L2 として英語を学習する子供は（母国

語学習者として絵本を読む子供に対して）

スクリプト予測、物語文法ともに優位にあ

る。絵本の特徴はスクリプト構造の単純性

以外に、 

(i) 絵（静止画）による情報提示が言語に

よる情報より大きいこと、 



 

 

(ii)繰り返し表現が多いこと 

があげられる。L２としての英語の語彙、

文法を知らない子供は、静止画援と言語表

現を対応させ、仮説形成推論により言語表

現の意味を推論し、さらに繰り返しでてく

る言語パターンでそれを帰納的に検証でき

る。絵本の理解にも仮説形成推論が働いて

いるのである。 

 

(4)身体化認知経験の重要性 

発見的に文法規則（ここでは意味規則、語

彙や構文の使用規則を含む）の学習には学

習者の主体的な認知的経験が有用であるこ

とが分かってきた。これにはジェスチャー、

TPRなどの身体動作、認知図式の提示、実

物の触感経験などが含まれる。詳しくは今

後の研究でさらに明らかにする予定である。 
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